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三
月
三
日
、
四
日
の
本
会
議
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

や
市
政
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
自
民
党
、
民
主
党
、
公
明
党
、

共
産
党
の
順
で
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
質
問
と
答
弁

の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

市の地域療育センター 

　
次
の
定
例
会
は
六
月
上
旬
か
ら

開
か
れ
る
予
定
で
す
。 

＊ 

＊ 

 

　
地
球
温
暖
化
対
策 

　
　
　
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
を
制
定
す
る
と

の
こ
と
だ
が
時
期
と
課
題
は
。 

　
　
　
二
十
年
度
に
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域

推
進
計
画
の
改
定
に
取
り
掛
か
り
、
市
内
の
実

態
把
握
や
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
の
議
論
を
踏
ま

え
た
新
た
な
市
の
目
標
を
検
討
す
る
ほ
か
、
Ｃ

Ｏ
２
削
減
川
崎
モ
デ
ル
を
構
築
し
計
画
に
反
映

す
る
。
計
画
の
改
定
と
並
行
し
て
二
十
一
年
度

を
目
途
に
条
例
化
に
取
り
組
む
。
ま
た
課
題
と

し
て
は
産
業
部
門
な
ど
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
正

確
な
把
握
、
人
口
増
加
や
産
業
構
造
の
動
向
な

ど
Ｃ
Ｏ
２
排
出
に
影
響
を
与
え
る
要
因
の
把
握
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
川
崎
モ
デ
ル
の
考
え
方
を
反
映
す

る
仕
組
み
、
市
民
や
事
業
者
、
行
政
の
連
携
手

法
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

　
子
育
て
支
援
策 

　
　
　
妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
が
拡
大
さ
れ
る

が
内
容
は
。 

　
　
　
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
超
音
波
検
査
を
含

め
た
必
要
な
検
査
を
助
成
対
象
と
し
、
回
数
も

二
回
か
ら
五
回
と
し
て
二
十
年
十
月
か
ら
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。
助
成
額
は
妊
娠
初
期
の
一

回
目
を
八
千
円
、
二
回
目
か
ら
四
回
目
を
四
千

円
、
安
心
・
安
全
な
出
産
に
向
け
た
受
診
を
勧

め
る
時
期
に
配
慮
し
五
回
目
を
六
千
円
と
し
た
。 

 

　
保
育
緊
急
五
カ
年
計
画 

　
　
　
国
は
企
業
内
保
育
を
創
設
す
る
事
業
者

に
補
助
金
を
出
し
て
い
る
が
市
の
取
り
組
み
は
。

ま
た
病
院
内
保
育
所
へ
の
対
応
は
。 

　
　
　
企
業
内
保
育
施
設
へ
の
助
成
事
業
を
待

機
児
童
対
策
と
し
て
進
め
て
お
り
、
市
内
の
事

業
者
に
対
し
事
業
所
内
に
保
育
施
設
の
設
置
を

促
す
た
め
、
十
九
年
十
月
の
か
わ
さ
き
マ
イ
コ

ン
シ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会
で
事
業
概

要
を
説
明
し
た
。
今
後
二
十
一
年
度
の
開
設
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。
病
院
内
保
育
所
は

看
護
師
確
保
対
策
の
一
環
と
し
て
県
と
協
調
し

て
対
象
病
院
に
補
助
金
を
交
付
し
看
護
師
の
就

労
環
境
整
備
に
努
め
て
い
る
。 

 

　
児
童
虐
待
防
止
対
策 

　
　
　
鹿
島
田
に
新
た
な
中
央
児
童
相
談
所
を

建
設
す
る
と
の
こ
と
だ
が
内
容
は
。 

　
　
　
二
十
三
年
度
開
設
を
目
指
し
、
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
や
児
童
相
談
所
、
定
員
四
十
名

の
一
時
保
護
所
を
一
体
的
に
整
備
し
、
開
設
後

は
市
内
児
童
相
談
所
の
統
括
、
調
整
、
援
助
な

ど
を
行
う
中
央
児
童
相
談
所
機
能
を
有
す
る
予

定
で
あ
る
。
規
模
は
約
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の

用
地
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
四
階
建
て
の

建
物
を
予
定
し
て
い
る
。 

 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の 

　
抜
本
的
見
直
し 

　
　
　
緊
急
措
置
と
し
て
国
か
ら
福
祉
人
材
確

保
指
針
が
示
さ
れ
て
い
る
が
市
の
対
応
は
。 

　
　
　
今
回
の
緊
急
措
置
で
通
所
サ
ー
ビ
ス
に

か
か
る
報
酬
単
価
の
約
四
％
の
引
き
上
げ
と
定

員
を
超
え
た
受
け
入
れ
の
弾
力
化
の
二
十
年
四

月
実
施
が
示
さ
れ
、
こ
の
実
施
状
況
を
検
証
し

市
の
加
算
を
検
討
す
る
。
人
材
確
保
シ
ス
テ
ム

の
充
実
は
今
後
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
法
施

行
後
三
年
の
見
直
し
に
向
け
検
討
を
急
ぐ
事
項

と
し
て
報
告
さ
れ
、
福
祉
人
材
確
保
指
針
に
基

づ
き
促
進
が
図
ら
れ
る
予
定
で
、
国
や
県
の
施

策
と
併
せ
運
営
費
の
支
援
な
ど
に
努
め
る
。 

 

　
が
ん
医
療
対
策 

　
　
　
市
立
三
病
院
の
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
川
崎
病
院
は
二
十
年
七
月
に
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
の
高
出
力
照
射
で
腫
瘍
だ
け
の
集
中
的
な

治
療
を
可
能
と
し
た
最
新
鋭
の
放
射
線
治
療
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
ラ
イ
ナ
ッ
ク
を
導
入
す
る
。
井

田
病
院
も
十
八
年
度
に
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
に
指
定
さ
れ
、
ラ
イ
ナ
ッ
ク
を
更
新
す

る
な
ど
放
射
線
療
法
を
充
実
し
て
き
た
。
多
摩

病
院
は
井
田
病
院
や
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

病
院
な
ど
の
放
射
線
治
療
装
置
を
活
用
し
、
役

割
分
担
し
て
抗
が
ん
剤
の
外
来
化
学
療
法
の
拡

充
な
ど
に
努
め
る
。 

 

　
救
急
医
療
体
制 

　
　
　
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
救
急
傷
病
者
の
受
け

入
れ
情
報
を
受
発
信
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

べ
き
だ
が
見
解
は
。 

　
　
　
各
消
防
署
の
救
急
隊
が
毎
日
管
内
の
救

急
告
示
医
療
機
関
へ
直
接
連
絡
し
医
療
情
報
を

確
認
す
る
ほ
か
、
県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

や
都
救
急
医
療
機
関
案
内
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
活

用
し
迅
速
な
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。
総
務

省
消
防
庁
で
は
現
在
消
防
機
関
と
医
療
機
関
の

連
携
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
動
向
を

見
極
め
な
が
ら
関
係
局
に
働
き
掛
け
て
い
く
。 

 

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー 

　
活
用
事
業 

　
　
　
市
も
導
入
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。 

　
　
　
い
じ
め
や
不
登
校
、
児
童
虐
待
な
ど
子

ど
も
が
抱
え
る
諸
問
題
は
家
庭
や
学
校
な
ど
の

環
境
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
子
ど
も
本
人
だ
け
で
な
く
家
庭
の
抱

え
る
課
題
に
も
支
援
が
重
要
で
あ
る
。
市
は
こ

れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
十
七
年
度
に
各
区
に
こ

ど
も
支
援
担
当
を
設
置
す
る
と
と
も
に
学
校
運

営
支
援
担
当
を
配
置
し
子
ど
も
の
総
合
的
な
支

援
体
制
を
整
備
し
た
。
今
後
は
文
部
科
学
省
の

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業
も

利
用
し
、
子
ど
も
や
保
護
者
、
学
校
の
支
援
体

制
を
一
層
強
化
し
て
い
き
た
い
。 

 

　
こ
の
ほ
か
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

かわさき地球温暖化対策推進協議会 
のキャラクター「エコちゃんず」 
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二
十
年
度
予
算 

　
　
　
市
長
は
か
わ
さ
き
再
生
ス
パ
ー
ト
予
算

と
名
付
け
、
危
機
的
な
状
況
を
脱
し
健
全
な
財

政
構
造
に
な
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
が
見
解
は
。 

　
　
　
二
十
年
度
予
算
は
水
江
町
公
共
用
地
へ

の
先
端
産
業
誘
致
に
よ
る
臨
海
部
活
性
化
や
富

士
見
地
区
再
編
整
備
、
中
原
区
井
田
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
福
祉
・
医
療
セ
ン
タ
ー
の
再
編

整
備
な
ど
、
長
年
の
課
題
に
一
定
の
方
向
性
を

示
し
た
こ
と
や
、
川
崎
の
強
み
を
活
か
し
た
地

球
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
な
ど
に
積
極
的
に

対
応
し
た
こ
と
、
ま
た
目
標
を
上
回
る
行
財
政

改
革
効
果
を
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
還
元
で
き
た
こ

と
な
ど
か
ら
評
価
い
た
だ
け
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

　
住
民
投
票
制
度 

　
　
　
住
民
発
議
の
請
求
内
容
の
審
査
を
市
長

が
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
客
観
性
・
公
平
性

の
面
で
疑
問
が
生
じ
る
。
第
三
者
機
関
の
審
査

を
入
れ
る
べ
き
で
は
。 

　
　
　
審
査
は
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
客
観
的

に
判
断
す
る
も
の
で
、
住
民
投
票
執
行
者
の
市

長
が
そ
の
責
任
に
基
づ
き
担
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
第
三
者
機
関
の
設
置
は
そ
の
位
置
づ
け
や

対
象
と
な
る
幅
広
い
事
項
に
つ
い
て
的
確
に
判

断
で
き
る
委
員
の
選
任
な
ど
、
客
観
性
を
担
保

す
る
仕
組
み
に
課
題
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
第

三
者
機
関
の
審
査
期
間
が
さ
ら
に
必
要
と
な
り
、

審
査
の
迅
速
化
の
観
点
か
ら
も
課
題
が
あ
る
。 

 

　
東
京
神
奈
川
臨
海
部
連
絡
道
路 

　
　
　
第
二
回
京
浜
臨
海
部
基
盤
施
設
検
討
会

で
、
連
絡
道
路
を
国
道
三
百
五
十
七
号
と
併
せ

て
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
理
由
は
。 

　
　
　
国
は
二
十
二
年
完
成
を
目
途
に
羽
田
空

港
再
拡
張
・
国
際
化
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、

東
京
・
神
奈
川
臨
海
部
は
都
市
再
生
な
ど
の
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
今
後
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

一
層
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
一
方

既
存
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
負
荷
が
懸
念

さ
れ
、
検
討
会
で
は
千
葉
・
東
京
・
神
奈
川
の

各
都
市
を
結
ぶ
国
道
三
百
五
十
七
号
と
併
せ
た

東
京
神
奈
川
臨
海
部
連
絡
道
路
の
整
備
で
、
東

京
湾
岸
地
域
の
連
携
強
化
と
多
摩
川
断
面
に
お

け
る
一
般
道
路
の
混
雑
が
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
る
と

予
測
し
て
い
る
。 

 
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

　
　
　
市
の
入
居
指
針
の
み
な
ら
ず
各
施
設
に

よ
っ
て
入
所
基
準
が
違
っ
て
い
る
。
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
区
、

市
の
情
報
の
共
有
と
連
携
が
必
須
だ
が
見
解
は
。 

　
　
　
入
居
申
請
者
が
多
数
い
る
現
状
で
は
待

機
者
へ
の
支
援
が
重
要
で
あ
り
、
情
報
提
供
と

関
係
機
関
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

十
九
年
度
に
作
成
し
た
高
齢
期
の
住
ま
い
ガ
イ

ド
を
活
用
し
、
住
ま
い
方
に
つ
い
て
広
く
周
知

す
る
と
と
も
に
、
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
会
議

な
ど
を
通
じ
、
区
役
所
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
よ
り
一
層
の
連

携
を
図
り
適
切
な
支
援
に
努
め
る
。 

 

　
周
産
期
医
療 

　
　
　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

妊
娠
・
出
産
の
あ
り
方
を
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の

面
か
ら
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
が
見
解
は
。 

　
　
　
妊
婦
と
し
て
の
意
識
の
醸
成
に
つ
い
て

は
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
や
保
健
師
・
助
産
師

の
個
別
相
談
の
中
で
妊
娠
中
の
女
性
や
胎
児
の

健
康
管
理
の
重
要
性
や
家
族
の
健
康
づ
く
り
を

説
明
し
て
お
り
、
今
後
も
妊
婦
へ
の
相
談
支
援

を
充
実
さ
せ
た
い
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
医
療

提
供
体
制
に
つ
い
て
は
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を

効
果
的
に
活
用
し
、
健
診
は
開
業
医
な
ど
と
病

院
の
連
携
、
入
院
や
救
急
体
制
な
ど
は
基
幹
病

院
と
拠
点
病
院
と
の
連
携
と
い
っ
た
役
割
分
担

を
明
確
に
し
た
体
系
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。 

 

　
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
の
整
備 

　
　
　
増
加
傾
向
に
あ
る
発
達
障
害
児
へ
の
支

援
が
求
め
ら
れ
る
が
今
後
の
整
備
計
画
は
。 

　
　
　
早
期
療
育
や
学
齢
期
の
地
域
支
援
に
お

い
て
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
役
割

は
大
き
い
。
二
十
二
年
度
開
設
を
目
途
に
整
備

中
の
四
カ
所
目
の
セ
ン
タ
ー
に
は
常
勤
の
医
師

を
配
置
し
、
発
達
障
害
児
の
専
門
的
支
援
機
能

を
備
え
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た

既
存
の
セ
ン
タ
ー
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
再
編
整
備
な
ど
を
進
め
る
中
で
機
能

強
化
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。 

             

　
水
道
事
業
及
び
工
業
用
水
道 

　
事
業
の
再
構
築
計
画 

　
　
　
事
業
を
推
進
す
る
財
源
の
確
保
に
は
資

産
の
有
効
活
用
が
必
要
だ
が
二
十
年
度
の
新
た

な
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
事
業
所
や
水
道
施
設
用
地
な
ど
の
ス
ペ

ー
ス
を
活
用
し
た
飲
料
自
動
販
売
機
設
置
に
際

し
て
は
民
間
事
業
者
に
積
極
的
に
貸
し
付
け
る

な
ど
新
た
な
運
用
収
入
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま

た
平
間
公
舎
七
号
・
八
号
棟
跡
地
と
平
間
配
水
所

の
一
部
は
放
置
自
転
車
対
策
の
た
め
関
係
局
へ

の
貸
し
付
け
に
よ
る
土
地
使
用
料
収
入
を
見
込

む
な
ど
積
極
的
な
資
産
の
有
効
活
用
に
努
め
る
。 

 

　
井
田
病
院
再
編
計
画 

　
　
　
急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
病
院
と
し
て

井
田
病
院
を
再
編
す
る
理
由
は
。 

　
　
　
計
画
で
は
現
在
井
田
病
院
が
強
み
と
し

て
お
り
、
今
後
患
者
数
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

高
度
、
特
殊
な
成
人
疾
患
医
療
の
強
化
に
加
え
、

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て
、
放
射

線
治
療
、
外
来
化
学
療
法
、
内
視
鏡
治
療
な
ど

の
充
実
や
市
民
要
望
の
高
い
救
急
医
療
の
強
化

な
ど
急
性
期
医
療
を
中
心
に
位
置
づ
け
た
。
ま

た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
病
床
や
高
齢
者

の
終
末
期
ケ
ア
と
高
齢
者
施
設
や
在
宅
と
の
調

整
機
能
を
担
う
ケ
ア
プ
ラ
ン
病
床
の
設
置
な
ど

も
基
本
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。 

 

　
市
民
交
流
施
設
予
定
地
の 

　
無
償
譲
渡
契
約
の
変
更 

　
　
　
旧
東
和
町
と
の
契
約
期
限
を
延
長
し
て

交
流
施
設
を
実
現
で
き
る
可
能
性
は
。 

　
　
　
市
民
局
の
ほ
か
関
係
局
を
拡
大
し
事
業

計
画
策
定
に
取
り
組
む
。
民
間
活
力
を
活
用
し

た
事
業
展
開
と
い
う
花
巻
市
の
基
本
的
な
方
針

を
踏
ま
え
、
例
え
ば
川
崎
市
内
の
民
間
企
業
の

誘
致
に
向
け
た
公
募
・
広
報
な
ど
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
協
議
調
整
し
て
い
き
た
い
。 

 

　
こ
の
ほ
か
、
危
機
管
理
、
中
原
区
の
人
口
増

加
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

＊ 


